
次回の例会

２月２６日（木）　　地区大会 

　　　　　　　　　　　ホテルニューオータニ東京

　　　　　　　　　　　本会議　　１２:００　受付開始 

　　　　　　　　　　　　　　　　　 １３：００　点鐘 

３月５日（木）　　　１２：３０～１３：３０ 

卓 話：宮坂康之様 紹介者：稲川一会員 

本日の例会
２月１９日（木）１２：３０～１３：３０ 

卓話：会員卓話 

   ２月５日　例会報告 

司　　   会　　　　　　　　高木会員 

開会点鐘　　　　　　　    榊原会長 

君が代 

ロータリーソング 

ソングリーダー　　　　　細田会員 

会員総数    　　　　　　　 28名 

出席規定適用者数    　 22名 

本日の出席者総数    　 21名 

〃　免除者出席数      　5名 

本日の出席率             77.77％ 

ゲスト 

原口ティナ倫子様　　卓話者/ハートシップ・ミャン 

　　　　　　　　　　　　　 マー・ジャパン 

ソ　ウ　ミ　　　　様     ハートシップ・ミャンマー・ジ

                           ャパン

木　村　則　子 様　　卓話者の御母堂様
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四字熟語でロータリー

隻⼿音声
(せきしゅおんじょう)

隻⼿とは⽚⼿のことです。両⼿を叩かなければ音が出ませんが、なんと

⽚⼿から出る音を聴けということです。つまり、声なき声に⽿を傾け

よ、ということです。ロータリーも、理屈と現象にばかり捕らわれてい

ると、その本質を⾒失う恐れがあります。（⼩泉博明）
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会長報告

１　小林征夫会員にポールハリスフェローの認証 

　　バッジが届いておりますので、お渡しさせてい 

　　ただきます。 

２　鈴木孝雄会員にガバナー事務所より、谷一ガ 

　　バナーエレクトからの国際協議会参加のお土 

　　産（襟ピン、ネクタイ）が届いておりますので、 

　　お渡しさせていただきます。 

　 ２０２６年１月２１日に開催されました宜野湾ロータリークラブ６０周年記

念例会出席に合わせ、前日の那覇ロータリークラブ例会と翌日の那覇東

ロータリークラブ例会にメークアップして参りました。那覇ロータリークラ

ブは友好クラブであり、那覇東ロータリークラブは、昨年１０月に伺いまし

た移動例会出席を歓待されましたのでそのお礼として伺いました。那覇

とは旧池袋の創立年度が同じで４０周年を記念して友好クラブとなった

と聞いています。それぞれのクラブには事前に連絡していたことで、那覇

では新本博司パストガバナーにお迎えいただき近況について歓談させ

ていただきました。新本パストガバナーからは、昼の例会のみならず夜の

親睦までお誘いいただき、津嘉山伸会長や伊志嶺匡直前会長と交流さ

せていただきました。また当日東京より戻られた安里正晃ガバナーノミ

ニーとも合流しました。津嘉山会長には、年度内にわがクラブへメークア

ップしたいとおっしゃっていただきましたので、その日が実現することを

心待ちにしたいと思います。宜野湾の周年の翌日の午前中は、地区青少
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東京池袋豊島東ロータリークラブ 

  「 としまこどもカルタ」のさらなる普及に向け、豊島区教育委員会の後援を受け、1月31日(土)

に雑司が谷公園丘の上テラスで「としま子どもカルタ大会」を開催しました。多くの会員によって

準備、運営が進められ、当日は小学校4年生以下の子ども16人が参加して１回戦、2回戦、決勝

戦を真剣に戦いました。衛星クラブの引間さん、ローターアクトクラブの朱さん、岡さん、山本さ

んが札を読みあげると、子どもたちの手が素早く伸びて絵札を拾っていきました。優勝は豊島区

立要小学校の3年生で、決勝戦まで圧倒的な強さを見せました。優勝から５位まで、鈴木会員の

用意した賞品を長尾実行委員長から渡したほか、大会の準備運営に多大なご協力をいただい

た雑司が谷ひろばくらぶの松浦和代理事長から、大活躍した保育園児に「としま ものしり賞」を

渡していただきました。初めての開催でしたが、今後の継続的な開催が期待されていますので、

さらにブラッシュアップしたいと思います。

年交換委員会の会議に出席し、そのあと那覇東ロータリークラブへ伺いました。例会場が、国際通り沿い

のホテルコレクティブになってはじめてメークアップしました。那覇東ロータリークラブの根路銘敦パストガ

バナー補佐と玉城哲パスト分区幹事とは、２０１４年の鈴木孝雄ガバナー年度からのつきあいで気づけば

月日も経ったものだなと感じた次第です。那覇東ロータリークラブも５月２２日に６０周年記念例会を開催

する予定となっていて、これから準備を進める予定のようです。５月にまた伺う約束をして沖縄を後にしま

した。

宜野湾RC60周年記念 

としま子どもカルタ大会を盛大に開催 
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２月５日卓話 

日時　２０２６年２月５日(木）１１時～１２時１０分 

議題 

報告事項 

①榊原会長より２０２５－２０２６年度１月会計報告 

②国際ロータリー為替レートの１月は１＄１５４円 

③２－４月の例会日程が佐藤（美）幹事より説明が

あった。 

④社会奉仕委員会から、1月31日に「としま子ども

カルタ大会」を開催し、16名の参加者に楽しんで

いただき、区内各小学校にあらためて「としまこど

もカルタ」を周知できたとの報告があった。 

⑤榊原会長より事務局員の補充状況の説明があ

った。状況としては、後任は決定していない。小泉

会員のご紹介の方の面接を予定している。面接状

況に応じ、採用条件は業務に支障がでないことを

条件に会長判断で柔軟に対応する。 

審議事項 

⑥２０２５１２月の夜間例会の収支マイナスについ

て、例会費の余剰金を充当する。親睦指定のニコ

ニコについてはそのまま引き継ぐ。 

⑦理事会の成立要件として、理事総数の半数以上

という要件は変更しない。委任状については理事

会の欠席理事について今まで通り委任行為は行

わない。ただし、理事就任の責任、義務を理解いた

だいて出席を求める。 

⑧社会奉仕委員会関係の支出については、委員

会予算額から支出する。 

⑨佐藤久雄会員の退会届を受理したと榊原会長

から報告があった。 

第8回理事会報告 

鈴木会員 　　　 としま子供カルタ大会に出席でき

　　　　　　　　 なかったのでニコニコします。社会奉

　　　　 　　　  仕の資金の足しに少しですが協力し 

                 ます。皆様もよろしくお願いします。

横山会員        昨日、朝日新聞に私の投稿した記                    

                 事が私の視点に載りました。私は、朝 

                 日文化人に登録されていまして度々

                 記事が載ります。数年前の記事も配

                 らせていただきます。

                 宜しく。

野口会員　　　　皆出席２０年。各員皆様のご指導　

　　　　　　　　 によるものと感謝申し上げます。こ

　　　　　　　　 れからもRC活動に励みます。

里見会員　　　　皆様にお世話になって、皆出席５

                 年になりました。これからもご指導

　　　　　　     よろしくお願いします。

宮部会員　　    小泉さんと琴鶴さんの共著「ようこ

　　　　　　　　 そ講談の世界へ」を読まさせて戴きま

                 した。分かり易く読み易く一気読みで

                 した。有難うございました。

 鈴木、小林、長尾、小泉、森川、石塚会員

　　　　　　　　　  １/２９ワインの会の余剰金をニコニ

　　　　　　　　 コに充てさせていただきます。

 　　　　　　　　楽しい会となりましたこと御礼申し上

                 げます。

　

 
ニコニコ

幹事報告

1　 地区大会のお知らせと確認 

2　 ロータリー財団と米山寄付金の領収書の配付 

3 　事務局不在のため、会員の協力のお願い、例 

　  　会の出欠の案内はなし、今後欠席の会員のみ 

      会長幹事までお知らせ願います。

卓話者　　原口ティナ倫子様　ソウミ様 

「ミャンマーは今、歴史上最も暗い時代を迎

えています。」代表ソウミの言葉には、内戦で

知人や親戚を相次いで亡くした悲しみと、故

郷を想う切実な願いが込められています 。

2021年2月のクーデター後、深刻な人道危

機に直面するミャンマーの子供たちを支える

べくハートシップMyanmar Japanは誕生

しました。内戦の影響で教育や医療などの

公的機能が停止し、国際支援が届きにくい

チン州ホゥアルンゴラム地域にて、現地の自

治組織と連携し教育支援を実施していま

す。地域47校を統括する教育本部の運営

や、サタウム校、ジンプイ校の教師月給、教

材・文具費を賄うほか、日本の中古サッカー

用品を届ける活動を通じて子供たちに笑顔

を届けてきました。年間約120万円の活動

費の捻出は容易ではありませんが、教育は

一時的ではなく継続こそが未来への投資で

す。戦火の中でも学びを止めず、教育を受

けた子供たちが自立し、地域に貢献する大

人へと成長する姿を見届けたい。その一心

で活動を続けてまいります。


